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2022年度第4回業界横断EDIタスクフォース 議事録




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2023年1月16日（月）13:30～15:45
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　徳　　正芳
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　奥山　千穂
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
特別会員    遠城　秀和  　ITコンサルタント
幹事会員　　斉藤　孝平　　株式会社NTTデータ経営研究所

幹事会員　　柴田　鎮雅　　日本情報通信株式会社
正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　綿貫　聡　　　キャノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　高橋　栄一　　キャノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　小黒　京　　　富士通Japan株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　坂本　和彦　　株式会社エクス
賛助会員　　川内　晟宏　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　坂本　真人　　GS1ジャパン
賛助会員　　小山　早紀　　GS1ジャパン
賛助会員　　笠原　浩平　　石油化学工業協会
賛助会員　　末廣　卓也　　石油化学工業協会
賛助会員　　帆足　弘治　　一般財団法人建設業振興基金
　　　 オブザーバ　橋本　崇　　　日本銀行決済機構局
事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者21名
４．議事概要　
2022年度第4回業界横断EDIタスクフォース会議は、以下の議事を行った。
（資料：業界横断2022-4-01第4回業界横断EDIタスクフォース会議議事次第）
４－１．2022年度第3回業界横断EDIタスクフォース議事録確認
　事務局菅又より、2022年度第3回業界横断EDIタシクフォース議事録の説明が行われ、それを確認した。 
（資料：業界横断2022-4-02 2022年度第3回業界横断EDIタスクフォース議事録）
４－２．国連CEFACT共通辞書2023Aサブミッション
　事務局菅又より、中小企業共通EDI及び農業機械部品EDIより提案されたBIEサブミッション、及びコード表4461（支払種別コード）への”電子記録債権”コードの追加要求DMR（Directory Maintenance Request）の説明が行われた。
（資料：業界横断2022-4-03 CCL2023A BIEサブミッション）
（資料：業界横断2022-4-04 コード追加2023A DMR）
　
【審議】
· 中小企業共通EDI関連の次のBIEについては、NPO法人：川内氏が持ち帰って是非の検討を行うこととした。
４－３．参照データモデル
　第1回TF（RDM白書）、第2回TF（RDMガイドライン）、第3回TF（Buy/Ship/Pay RDM）に引き続き、事務局よりサプライチェーン（SC）RDM及び複合一貫輸送（MMT）RDMのBRS（ビジネス要件仕様書）につき解説が行われた。

（資料：業界横断2022-4-06 SCRDM参照データモデルBRS）
（資料：業界横断2022-4-07 MMT参照データモデルBRS）
４－４．国内DXの動向
　兼子リーダーより、資料に基きデジタル庁が進めるデジタル推進委員の申請方法につき解説が行われた。
また、事務局菅又よりSIPSが受託している貿易デジタル化関連プロジェクトの進捗状況につき説明が行われた。
（資料：業界横断2022-4-08 デジタル推進委員応募手順）
（資料：業界横断2022-4-09貿易デジタル化プロジェクト）

４－５．2023年度SIPS業界横断EDIタスクフォース計画
  事務局菅又より、2022年度の活動計画と実績につき概要説明が行われた後、各参加委員に2023年度の活動候補につき意見聴取を行った。
（資料：業界横断2022-4-10 参考：2022年度業界横断EDI TF活動計画）
【活動候補／要望／意見】
· 活動項目につきデジタル庁の施策との関係付けをしたら良い。
· カーボンニュートラル関連の施策やモデルについて調査が必要。
· トレーサビレィティ及び取引情報交換の透明性につき研究したい。
· デジュールの標準化推進への関心が低迷している。サービスに関しては、標準化よりオープン化を進めるのが時流になっている。
· 対象を絞って、スケークホルダーを巻き込んだプロジェクトが良い。
· 国連CEFACT標準は、その派生モデルが実装されてきており、それらへの対応や相互運用性を考える必要がある。
· 標準化はなかなか進まない。サービス事業者にとってビジネスに結びつく活動が望まれる。
· 国内で使用する標準コード表（サブセット版）の整備を完結したい。
· 国内業界間の連携を進めたい。
· Data Flow with Trustのその後はどうなっているのか知りたい。
· 金流・商流連携の要と思われた全銀EDIが普及していない。銀行やサービスベンダーが個別のソリューションを展開し始めている。
· 貿易デジタル化プロジェクトに注目している。
· 中小企業共通EDIのプラットフォームに関心がある。
· トレードファイナンス・プラットフォームに興味があるが、使わざるを得ない状況を作り出さないと普及しない。

以上のご意見を勘案して、今後SIPS幹事会にて2023年度事業計画の検討を行う。

４－６．今後の予定
· 国際連携タスクフォース会議：2月13日
· 2022年度業界横断EDIタスクフォース会議は本日をもって最終とする。
以 上

　
配布資料：
業界横断2022-4-01　第4回業界横断EDIタスクフォース議事次第
業界横断2022-4-02　第3回業界横断EDIタスクフォース議事録案
業界横断2022-4-03　CCL2023A BIEサブミッション
業界横断2022-4-04　コード追加2023A DMR
業界横断2022-4-05　JEC共通コード表V6（案）
業界横断2022-4-06  SCRDM参照データモデルBRS
業界横断2022-4-07　MMT参照データモデルBRS

業界横断2022-4-08　デジタル推進委員応募手順
業界横断2022-4-09  貿易デジタル化プロジェクト
業界横断2022-4-10  参考：2022年度業界横断EDI TF活動計画
業界横断2022-4-参考　デジタル推進委員の取組み
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